
学校組織・体制に関する方針
　○校区教育協働委員会とともに学校運営の改善を図る。
　○専門スタッフ・地域の教育資源等を活用し、教育活動の充実を図る。
　○教職員が専門性を発揮することができるように業務改善を行う。

特別支援教育に関する方針
　○教育的ニーズを把握し、適切な指導及び必要な支援を行う。

特別支援教育に関する具体的取組
　○月１回、特別支援校内委員会を実施し、支援策を指導・助言する。

学校組織・体制に関する具体的取組
　○年６回、校区教育協働委員会で、教育活動の達成状況等を報告する。
　○適宜、学校地域コーディネーターに、学校支援ボランティアを依頼する。
　○年２回、学校評価を実施し、業務改善について検討する。

市民科活動に関する方針
　○人間関係形成力・社会参画力・自己実現力を育成する。

市民科活動に関する具体的取組
　○年１回、児童会活動・学校行事等を見直し、改善を図る。

人材育成に関する方針
　○教諭には、「学習指導力」・「生活指導力」を重点に育成する。
　○主幹・主任教諭には「学校運営力・組織貢献力」を重点に育成する。
　○主幹教諭や主任教諭を意図的・計画的に育成する。

人材育成に関する具体的な取組
　○長期休業中に学級経営・授業づくり・服務等に関する研修を実施する。
　○年３回、面接を実施し、資質能力の向上について指導・助言する。
　○年１回、業績評価を実施し、適切な指導育成方策を検討する。

学習指導に関する具体的な取組
　○年度末に次年度の教育課程および年間指導計画を作成する。
　○月１回、運営委員会・職員連絡会で、教育内容を確認する。
　○週１回、週案で授業内容および進捗状況を確認する。
　○年２回、授業観察を行い、授業づくりについて指導する。

生活指導に関する方針
　○個性の発見とよさや可能性の伸長、社会的資質・能力を育成する。
　○諸課題に迅速かつ組織的に対応する。

学習指導に関する方針
　○学習指導要領・教育課程に基づき計画的・系統的に実施する。
　○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図る。

生活指導に関する具体的な取組
　○週２回、生活指導夕会で、対応策を指導・助言する。
　○月１回、城南の集いで、倫理観や道徳観について講話する。
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学校経営の基本理念
　○個人の創造力とチームワークの強みを最大限に高める風土をつくる
　○新しい時代にふさわしい学校の在り方を求め、新たな学校文化を形成する
　○品川コミュニティ・スクールとして、地域とともにある学校づくりをめざす

求める教職員像
　○使命を深く自覚し、職責を果たす教職員
　○常に改善を繰り返し、向上をめざす教職員
　○積極的に課題解決にチャレンジできる教職員

めざす学校像
　○すべての子どもの可能性を引き出す学校
　○安心して楽しく通える魅力ある学校
　○保護者・地域に信頼される学校

教育目標（めざす子ども像）
　○自信をもってよく学ぶ子
　○みんな仲良く助け合う子
　○心も体も元気な子


